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　地表の異なる２地点で観測された常時微動記録の相互相関処理により観測点間グリーン関数の抽出および表

面波群速度の推定を試みる解析手法（地震波干渉法）は、現在国内外を問わず幅広く普及している。一方、同

手法の適用事例の多くは深部地盤構造や地殻構造の推定・検証および地震波速度変化のモニタリングに焦点を

置いたものであり（観測点間距離：数km〜1000km）、地表から数m〜数100m程度の浅い地盤構造の推定に

着目した同手法の適用事例は少ない（例えば林田・吉見, 2014：津野・他, 2015）。著者らは、2016年12月

よりネパールのカトマンズ盆地において深部地盤構造推定のための微動アレイ探査を実施しており、盆地内の

複数エリアを対象に広帯域地震計（Guralp社製CMG-40T）による10時間前後の微動アレイ観測記録を取得し

た（アレイ半径137〜1272 m）。本研究では、SPAC法の適用による深部地盤構造の推定（Bhattarai et al.,

2017物探学会, 2017地震工学会）に加え、これらのアレイ記録に対して地震波干渉法を適用することで、表

面波（Rayleigh波、Love波）群速度の推定可能性および有効性について検討を行った。230m以上の観測点間

距離を有する観測点の記録を対象とし、得られた同時刻の連続微動記録を655.36秒のタイムウィンドウで

327.68秒ずつずらしながら２地点間の相互相関処理を行った。測定された微動振幅の２値化およびスペクトル

ホワイトニング処理を行った後に0.8-10Hzのバンドパスフィルタを施し、クロススペクトルの逆フーリエ変換

により相互相関関数を導出した（R-R, R-T, R-Z, T-R, T-T, T-Z, Z-R, Z-T, Z-Zの9成分）。スタッキングした相互

相関関数を観測点間のグリーン関数と見なし、マルチプルフィルタ解析（Dziewonski et al., 1969）による群

速度の推定を行った。推定した群速度は、高周波数帯域側においてSPAC法によって推定された既往の速度構

造モデルから導出される群速度とも調和的な傾向を示した。本結果は、地震波干渉法が既往の微動探査結果の

検証用ツールとしても有効である可能性に加え、一度の微動アレイ観測によって長波長および短波長領

域、Rayleigh波およびLove波といった多様な表面波の特性を同時に検出することが可能であることを示唆して

いる。 
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